
  

お
天
気
任
せ 

何
と
も
な
ら
ん
… 

 

四
谷
の
千
枚
田
は
、
収
穫
期
を
迎
え
た

八
月
二
十
五
日
く
ら
い
に
は
落
水
し
、
九

月
初
旬
の
稲
刈
り
に
備
え
て
い
る
が
、
今

年
は
、
そ
の
頃
か
ら
雨
降
り
が
多
い
。
特

に
千
枚
田
は
山
裾
か
ら
し
み
出
る
湧
き

水(

野
水)

が
多
く
、
雨
が
止
ん
で
か
ら
三

～
四
日
は
田
ん
ぼ
が
泥
濘
で
バ
イ
ン
ダ

ー(

小
型
稲
刈
機)

が
使
え
な
い
し
、
稲
架

干
（
は
ざ
ぼ
）
し
も
で
き
な
い
。 

 

我
が
家
を
例
に
、
落
水
を
八
月
二
十
三

日
に
行
い
、
九
月
一
日
か
ら
稲
刈
り
を
行

う
段
取
り
で
あ
っ
た
が
、
と
ん
で
も
な
い
。

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
八
月
二
十
九
日
か

ら
毎
日
が
雨
降
り
で
、
お
ま
け
に
高
気
温

(

高
湿
度)

で
、
田
ん
ぼ
の
稲
穂
が
立
っ
た 

 

ま
ま
芽
生
え
て
い
る
始
末
。
こ
こ
で
、
無

理
し
て
刈
っ
て
も
稲
架
で
芽
生
え
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。 

田
ん
ぼ
で
行
交
う
百
姓
は
異
口
同
音

に
「
雨
ば
っ
か
り
で
困
っ
ち
ゃ
う
…
お
天

気
に
は
勝
て
ん
が
、
参
っ
ち
ゃ
う
ノ
ン
…

ま
た
、
台
風
が
で
て
お
る
し
、
一
体
、
ど

う
な
っ
ち
ゃ
う
ず
ら
か
ノ
ン
…
」
と
嘆
き

が
、
日
々
の
挨
拶
で
あ
る
。 

 

振
り
返
っ
て 

田
ん
ぼ
の
代
掻
き
も
四

月
下
旬
の
雨
が
な
か
っ
た
ら
水
不
足
、
水

騒
動
の
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

受
粉
期
も
長
雨
、
日
照
不
足
が
続
き
、

登
熟
期
、
実
り
の
秋
の
八
月
中
下
旬
も
雨

と
日
照
不
足
で
稲
穂
は
捻
実
不
良(

し
い

な)

が
多
く
、
籾
（
も
み
）
も
小
粒
で
あ
り
、

脱
穀
に
期
待
は
懸
け
る
も
の
の
決
し
て

豊
作
の
年
で
は
な
い
と
思
う
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
天
道
様
相
手
の

百
姓
泣
か
せ
の
年
で
あ
る
。 

ま
た
、
今
年
は
、
六
月
以
降
の
異
常
な

暑
さ
は
、
尋
常
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

研
修
受
入
れ 

 

九
月
九
日
、
名
古
屋
大
学
農
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー(

江
原
セ
ン
タ
ー
長)

は
国

際
協
力
機
構
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
「
ア

フ
リ
カ
地
域 

稲
作
振
興
の
た
め
の
中
核

的
農
学
研
究
者
の
育
成
」
の
技
術
研
修
を

実
施
。
研
修
に
参
加
し
た
農
学
研
究
者
は

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
二
名
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
シ
エ
ラ
レ

オ
ネ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
国
の
八

名
と

JICA

同
時
通
訳
な
ど
十
一
名
が
四

谷
の
千
枚
田
に
お
け
る
農
業
技
術
を
学

ん
だ
。 

 

研
修
生
は
千
枚
田
の
農
法
「
品
種
・
用

水
の
取
り
方
・
肥
料
・
農
薬
は
…
」
等
々

細
部
に
渡
っ
て
の
質
問
攻
め
。
ア
フ
リ
カ

地
域
で
も
稲
架
か
け
が
あ
る
と
聞
き
、
ビ

ッ
ク
リ
し
た
。
ま
た
、
研
修
の
成
果
を
国

で
普
及
す
る
…
の
言
葉
が
嬉
し
か
っ
た
。 

               

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 228 号  

降雨日   (日/mm) 

観測地点 作手観測所 

 

     梅雨期 

 日 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1 16 7 0 0 0 89

2 0.5 0.5 0 0 0 33

3 1.5 1 0 15.5 ) 0 0.5

4 0.5 0.5 0 5.5 4 1.5

5 3.5 2.5 31 54 0 0.5

6 11 3.5 43 5.5 0.5 19

7 28 11 1 3 0 41

8 0.5 0.5 0 0.5 0 48

9 0 0 0 74 37 1.5

10 0 0 0 64 3.5 0.5

11 0 0 2.5 0 53

12 0 0 0.5 43 82

13 0 0 0.5 0 24

14 5 2.5 18 29 6

15 14 9 7 50 0

16 0 0 0 45 6

17 6 1.5 0 26 26

18 0 4.5 4.5 1 23

19 0 0 0 43 0

20 0 0 0 0 0.5

21 53 16 55 0 4

22 5.5 11 5.5 24 0

23 0 0 0.5 0 12

24 9 2 1 0 0

25 0 0 0 0 15

26 38 11 4.5 131 0

27 24 11 0 90 0

28 0 0 0 1 0

29 29 6.5 0 0 8.5

30 0 0 0 0 12

31 9 0 120

計 244 109 174 689 435 233

コ 

ラ 

ム 

梅
雨
明
け
最
速 

取
り
消
し 

 

「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
２
２
６
号
に

「
異
例
の
早
い
梅
雨
明
け
と
記
録
的
な
暑

さ
」
と
題
し
て 

六
月
十
四
日
に
梅
雨
入

り
、
六
月
二
十
七
日
に
梅
雨
明
け
、
た
っ
た

十
四
日
の
梅
雨
で
、
異
例
な
梅
雨
明
け
…

と
報
じ
た
が
、
九
月
一
日
、
気
象
庁
は
関
東

甲
信
以
南
の
七
地
区
の
梅
雨
明
け
は
七
月

下
旬
と
大
幅
に
修
正
し
た
。 

 

当
地
方
の
梅
雨
明
け
は
七
月
二
十
七
日

で
、
延
べ
四
十
三
日
の
梅
雨
と
な
り
、
平
年

並
み
で
あ
っ
た
。 

          

   

皆さまのお陰
で19年間発行
し続けられま
した。 
 
 
 



  
稲
刈
り 

九
月
八
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

の
稲
刈
り(

十
五
名)

が
行
わ
れ
た
。 

 

学
生
た
ち
は
五
月
に
田
植
え
し
た
稲

の
生
長
速
度
に
ビ
ッ
ク
リ
。
天
候
不
順
で

一
週
間
延
び
た
稲
刈
り
を
行
う
と
と
も

に
、
稲
の
生
育
調
査
で
は
田
ん
ぼ
の
面
積

や
一
株
の
籾
の
数
な
ど
を
測
定
。
予
想
収

穫
量
な
ど
を
計
算
し
た
。 

 

ま
た
、
東
海
農
政
局
の
参
事
官
か
ら
、

千
枚
田
の
貴
重
性
や
食
料
を
取
り
巻
く

現
在
の
状
況
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。 

 

今
年
も
案
山
子
が
や
っ
て
き
た 

 

九
月
十
一
日
、
設
楽
町
津
具
の
チ
ー
ム

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん(

欽
ち
ゃ
ん
香
取
慎
吾
の

仮
装
大
賞
に
連
続
出
演
・
仮
装
大
賞
な
ど

を
受
賞)

は
今
年
で
六
年
目
に
な
る
新
し

い
リ
ア
ル
案
山
子
を
設
置
。
千
枚
田
の
広

報
大
使
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
。 

               

奥
三
河
「
美
の
体
験
ツ
ア
ー
」 

奥
三
河
観
光
協
議
会
は
八
月
二
十
四

日
、
愛
知
大
学
の
学
生
を
対
象
に
し
た

「
美
の
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
い
た
。
学
生

ら
は
四
谷
の
千
枚
田
や 

豊
根
村
の
茶
臼

山
高
原
で
景
観
を
楽
し
み
、
東
栄
町
で
は

化
粧
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。 

奥
三
河
観
光
協
議
会
は
新
城
市
と
北

設
楽
郡
を
エ
リ
ア
に
し
た
観
光
振
興
政

策
を
考
え
て
い
る
。
十
八
年
九
月
か
ら
は

「
ｏ
ｋ
ｕ
ｍ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
Ａ
ｗ
ａ
ｋ
ｅ/

メ

ザ
メ
奥
三
河
」
の
名
称
で
、
農
産
加
工
品

や
コ
ス
メ
体
験
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を

本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
今
回
は
若
者
向
け

に 

認
知
度
を
高
め
よ
う
と
、
愛
知
県
新

城
設
楽
振
興
事
務
所
の
受
託
事
業
で
初

め
て
企
画
し
た
。
愛
知
大
学
か
ら
は
地
域

政
策
学
部
の
学
生
八
人
が
参
加
し
た
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
で
は
保
存
会
長
が
四

谷
の
千
枚
田
の
田
ん
ぼ
の
維
持
や
自
然 

豊
か
な
景
観
と
生
物
多
様
性
を
伝
え
る

観
察
会
や
研
修
の
開
催
、
余
剰
米
を
利
用

し
た
「
千
枚
田
五
平
餅
」
な
ど
、
商
品
開

発
等
々
を
説
明
し
た
。 

企
業
が
地
域
に
貢
献 

 

九
月
九
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場 

生

物
多
様
性
保
全
チ
ー
ム
は
四
谷
の
千
枚

田
エ
リ
ア
の
外
来
生
物
の
抜
根
、
駆
除
を

実
施
し
て
頂
い
た
。
今
回
の
抜
根
成
果
は

「
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
」
百
八
十
二

㎏
と
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
二
、

九
㎏
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
活
動
は
千

枚
田
内
に
造
成
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
の
管

理
と
共
に
継
続
し
て
行
わ
れ
る
。 

農
耕
儀
礼
「
風
ま
つ
り
」 

 

八
月
十
六
日
、
身
平
橋
組(

四
谷)

は
海

源
寺
で
風
ま
つ
り
を
行
っ
た
。
由
緒
は
、

こ
の
時
期
台
風
襲
来
が
多
く
、
農
作
物
の

被
害
を
回
避
す
る
た
め
、
五
穀
豊
穣
、
家

内
安
全
、
台
風
退
散
の
願
い
を
読
経
。
無

事
平
穏
を
託
し
、
竹
竿
の
先
端
に
藁
を
束

ね
、
紙
垂
れ
を
差
し
、
巨
木
の
天
空
高
く

奉
る
風
習
で
あ
る
。
勿
論
「
コ
ロ
ナ
退
散
」

も
願
っ
た
。 

庚
申
さ
ま 

 

九
月
二
十
六
日
、
我
が
家
に
「
庚
申
さ

ま
」
が
回
っ
て
く
る
。
か
つ
て
は
「
か
の

え
さ
る
」
の
日
に
集
落
戸
主
が
当
家
に
集

ま
り
酒
を
呑
み
か
わ
し
、
談
笑
。
夜
中
の

十
二
時
を
回
る
と
、
先
達
が
巧
妙
遍
照
十

方
世
界
念
仏
衆
正
摂
取
不
捨 

南
無
阿
弥

陀
仏(

三
十
ぺ
ん)

を
唱
え
、
南
無
青
面
金

剛
明
王
と
立
っ
た
り
、
座
っ
た
り
し
て
拝

み
、
願
以
此
功
徳
平
等
施
一
切
同
発
菩
提

心
往
生
安
楽
国
で
儀
式
は
終
わ
る
。 

庚
申
さ
ま
は
諸
説
あ
る
が
、
我
が
集
落

で
は
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ
た
も

の
だ
が
、
令
和
元
年
に
「
面
倒
く
さ
い
」

か
ら
と
、
回
り
番
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

病
気
平
癒
や
厄
除
け
な
ど
の
ご
利
益

も
あ
る
と
考
え
る
日
本
独
自
の
文
化(

集

落
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン)

も
幾
つ
か
、

消
え
つ
つ
あ
る
。
さ
び
し
い
。 

    


